
農業委員会だより
令和３年２月５日発行

主な記事から

☆　生産者の育成を目指して　・・２～３
☆　農業委員会からのお知らせ　・・・４

第 59号

TEL.82-0667（農林振興課）

佐用町農業委員会

FAX.82-0017

　昨年 10 月に「ふれあいの里
上月」「南光ひまわり館」「味わ
いの里三日月」の 3直売所は統
合し、「㈱元気工房さよう」と
して新たにスタートしました。

　上月農産物処理加工施設（福
吉）では若手 2人が職員として
加わり、地理的表示（GI）登録
産品の「佐用もち大豆」を原料
に、もち大豆みそなどの特産品
の品質を高めるため、日々努力
を重ねています。
　
　「もち大豆みそは町内外問わ
ず好評で、特産品を通しての
町の PR に繋がっていることや、
佐用ならではの作業にやりがい
を感じている」と話します。

（みその発酵・熟成前の仕込みの様子）左　小林　三晃　右　早瀬　智晃



生
産
者
の
育
成
を
目
指
し
て

新
た
な
取
り
組
み
「
さ
よ
う
農
の
匠
」
養
成
塾
を
紹
介
し
ま
す
。

→

町
の
農
業
政
策

　

町
で
は
、
佐
用
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
守
る
た
め
、
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
作
物
へ
の
補
助

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
獣
害
対
策
に
関

す
る
こ
と
や
農
地
保
全
に
関
す
る
こ
と
、

農
産
物
の
加
工
や
流
通
に
関
す
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

担
い
手
の
減
少
は
農
業
継
続
に
強
く
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
は
担
い
手
育
成
事

業
の
一
つ
と
し
て
、平
成
28
年
か
ら「
佐

用
い
き
い
き
帰
農
塾
」
栽
培
技
術
講
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、
4
年
間
の
事
業
を

振
り
返
り
、
更
な
る
担
い
手
の
確
保
に

向
け
、
意
欲
あ
る
農
業
者
を
農
業
技
術

の
担
い
手
「
さ
よ
う
農
の
匠
」
と
し
て

養
成
し
、
独
り
立
ち
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
不

足
が
見
込
ま
れ
る
大
型
農
家
の
支
援
が

で
き
る
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
高
度
技
術
の
普
及
を
図
る
た
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「佐用いきいき帰農塾」の果樹園での実技講習の様子 「佐用いきいき帰農塾」の座学の様子
→め

、
新
た
な
養
成
塾
を
開
講
し
ま
す
。

「
佐
用
い
き
い
き
帰
農
塾
」

　

農
業
初
心
者
な
ど
を
対
象
に
、
野
菜

と
果
樹
の
基
本
的
な
栽
培
技
術
の
習
得

と
、
生
産
者
の
掘
り
起
こ
し
を
目
的
と

し
た
農
業
講
座
で
す
。
こ
れ
ま
で
述
べ

1
，
０
０
０
人
以
上
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
直
売
所
へ
の
出
荷
者
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、
接
ぎ
木
技
能
を
習
得
し
た

受
講
生
を
「
接
ぎ
木
技
能
士
」
に
認
定
、

培
っ
た
栽
培
技
術
を
継
続
的
に
他
の
農

家
に
伝
え
る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
塾
の
塾
生
同

志
が
加
工
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
な
ど

の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
産
農
家
や
農
産
物
の
出

荷
量
の
大
幅
な
増
加
に
結
び
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。

「
さ
よ
う
農
の
匠
」
養
成
塾
の

開
講

　
「
佐
用
い
き
い
き
帰
農
塾
」
を
振
り

返
り
、「
さ
よ
う
農
の
匠
」
養
成
塾
で

は
農
業
の
基
礎
と
な
る
土
づ
く
り
か
ら

指
導
を
行
い
、
肥
よ
く
な
土
づ
く
り
に

よ
る
優
良
な
農
産
物
の
栽
培
を
目
標
に
、

農
業
者
の
活
躍
を
目
指
し
開
講
し
ま
す
。

　

塾
生
の
条
件
は
次
の
3
点
で
す
。

　

①	

受
講
内
容
に
係
る
作
物
を
栽

　
　

培
し
、
出
荷
が
可
能
な
者
で
あ
る

　
　

こ
と
。

　

②	

受
講
終
了
後
５
年
以
上
の
生

　
　

産
出
荷
を
見
込
め
る
者
で
あ
る
こ

　
　

と
。

　

③	
受
講
に
つ
い
て
、
概
ね
出
席

　
　

が
可
能
と
見
込
め
る
者
で
あ
る
こ

　
　

と
。

　

養
成
塾
は
野
菜
、
果
樹
の
2
コ
ー
ス

あ
り
、
受
講
期
間
は
3
年
間
と
な
り
ま

す
。
長
期
間
の
継
続
と
年
間
の
講
座
回

数
を
増
や
す
こ
と
で
内
容
を
充
実
さ
せ
、

通
年
で
の
栽
培
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
㈱
元
気
工
房
さ
よ
う
」
が
管
理
す

る
上
段
農
地
（
乃
井
野
）
を
活
用
し
て

講
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
材
の
収

穫
物
の
一
部
は「
㈱
元
気
工
房
さ
よ
う
」

へ
出
荷
し
、
直
売
所
で
の
販
売
状
況
な

ど
『
目
で
見
て
、
体
験
し
て
、
味
わ
え

る
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

「
さ
よ
う
農
の
匠
」
養
成
塾

開
設
記
念
植
樹
式

　

令
和
2
年
12
月
1
日
に
上
段
農
地
で
、

果
樹
コ
ー
ス
で
利
用
す
る
苗
木
の
植
樹

式
を
行
い
ま
し
た
。「
王
秋
3
本
」「
爽

甘
3
本
」「
オ
サ
ゴ
ー
ル
ド
20
世
紀
7

本
」「
秋
栄
4
本
」「
富
慈
緑
2
本
」「
ヤ
ー

リ
ー
2
本
」
の
計
21
本
の
ナ
シ
を
、「
佐

用
い
き
い
き
帰
農
塾
」
塾
生
を
中
心
に

37
名
で
植
樹
し
ま
し
た
。

　

果
樹
コ
ー
ス
は
、
植
樹
し
た
ナ
シ
の

他
に
モ
モ
、
カ
キ
、
ク
リ
な
ど
を
教
材

に
栽
培
講
習
を
行
い
ま
す
。
野
菜
コ
ー

ス
は
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

白
菜
、
大
根
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン

ジ
ン
、
ナ
ス
な
ど
の
栽
培
講
習
を
し
ま

す
。

　
「
さ
よ
う
農
の
匠
」
養
成
塾
に
つ
き

ま
し
て
、
詳
し
く
は
役
場
農
林
振
興
課

（
０
７
９
０-
８
２-
０
６
６
７
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

利
用
権
設
定
で
安
心
し
て
貸
し

借
り
を

令
和
2
年
佐
用
町
賃
借
料
情
報

　

農
地
に
関
す
る
許
可
申
請
の
締
め
切
り
は
、

毎
月
末
で
す
。

　

３
月
委
員
会
分　

2
月
26
日
㊎

　

４
月
委
員
会
分　

3
月
31
日
㊌

　

５
月
委
員
会
分　

4
月
30
日
㊎

　　 許
可
申
請
締
切
日

　

農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
た
め
の
年

金
で
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
も
、
農
業
者
年
金
に

加
入
し
て
、
安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

農
業
者
年
金
の
特
徴

★
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
人
は
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保

険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）
で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家

族
農
業
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

ご
加
入
を
検
討
さ
れ
る
人
は
、
農
業

者
年
金
基
金
ま
た
は
農
業
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
者
年
金
基
金

　

☎
０
３
‐
３
５
０
２
‐
３
１
９
９

　

利
用
権
設
定
は
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
基
づ
く
農
地
の
貸
借
契
約

で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
に
つ
い
て

も
簡
単
な
申
込
み
で
農
地
の
貸
し
借
り

が
で
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

　

①
農
業
委
員
会
が
貸
し
借
り
の
管
理

　
　

を
行
う
の
で
、
安
心
し
て
貸
し
借

　
　

り
が
で
き
ま
す

　

②
貸
し
た
農
地
は
、
契
約
時
に
決
め

　
　

た
期
限
が
来
れ
ば
必
ず
返
っ
て
き

　
　

ま
す

　

③
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
が
簡
単
に

　
　

で
き
ま
す

　

④
貸
借
期
間
中
は
安
心
し
て
耕
作
が

　
　

で
き
ま
す
（
途
中
解
約
に
は
双
方

　
　

の
合
意
が
必
要
で
す
）

農業委員会からの
お知らせ

infomation
問℡ 82-0667

地域
平均額

（単位：円）

最高額
（単位：円）

最低額
（単位：円）

データ

数

告示

件数

内訳・賃借料

なし あり

佐用 3,700 5,000 1,600 23 128 104 24

上月 8,900 15,000 5,000 9 273 264 9

南光 8,300 10,000 3,700 31 206 171 35

三日月 5,000 5,000 5,000 2 112 110 2

計 6,400 65 719 649 70

に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）

は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
貸
借
と
賃
貸
借
で
は
、
６
４
９
筆

が
賃
借
料
な
し
の
使
用
貸
借
、
70
件
が

賃
借
料
あ
り
の
賃
貸
借
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

▽
デ
ー
タ
数
は
、
集
計
に
用
い
た
筆

数
で
す
。
▽
標
準
的
な
水
準
を
算
出
す

る
た
め
、
区
分
ご
と
に
全
賃
借
料
デ
ー

タ
の
平
均
値
±
（
平
均
値
×
70
％
）
を

超
え
る
も
の
を
除
い
て
い
ま
す
。
▽

金
額
は
算
出
結
果
を
四
捨
五
入
し
、

１
０
０
円
単
位
と
し
て
い
ま
す
。▽[

（
参

考
）
佐
用
町
平
均]

の
額
は
、
各
区
分

の
集
計
に
用
い
た
全
賃
借
料
デ
ー
タ
の

平
均
で
す
。

　

⑤
終
期
が
近
づ
け
ば
、
農
業
委
員
会

　
　

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

申
請
書
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
貸
し
借
り
を

さ
れ
る
場
合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
2
年
1
月
か
ら
令
和
2
年
12
月

ま
で
に
締
結
（
告
示
）
さ
れ
た
賃
貸
借

委  

員  

長　
　

藤　

本　
　

浩

委　
　

員　
　

井　

上　

建　

治

委　
　

員　
　

小　

原　

孝　

文

委　
　

員　
　

伊　

東　

正　

生

委　
　

員　
　

𠮷　

田　

将　

光

委　
　

員　
　

福　

原　

正　

幸

委　
　

員　
　

野　

村　

秀　

樹

委　
　

員　
　

井　

垣　

広　

幸

編
　
集
　
委
　
員
　
会


